
 
 

 
 

日本鉱物科学会応用鉱物科学賞 

平成25年度日本鉱物科学会応用鉱物科学賞第7回受賞者 

門馬 綱一 会員 （国立科学博物館） 

受賞題目：「結晶構造・電子／核密度・結晶外形等の三次元可視化

システムの開発と鉱物学への応用」 

 近年，結晶構造解析手法の発展や，

電子状態計算の普及により，結晶中の

物理量を三次元で可視化する必要性が

増してきた。また，結晶構造モデルと，

電子・核密度分布との比較や，結晶外

形との比較など，異なるデータの比較

も必要不可欠であるが，それら全てを

統一的に可視化できるソフトウェアは

存在しなかった。 
そのような背景の中で，門馬綱一会

員は，結晶構造，電子・核密度，波動

関数などの三次元データ，結晶外形を統一的に可視化できるソフ

トウェアとして，VESTA を開発した。VESTA は，1) 空間充填

模型，球棒模型，配位多面体模型，熱振動楕円体などの種々の構

造図を描け，2) 配位多面体の容積，変形度，原子間距離，結合角

を結晶構造図上で求めることができ，3) 電子・核密度等の等値曲

面の表示を行うことができる極めて優れたソフトウェアであるが，

Windows，Mac OS X，Linux のいずれのプラットフォームでも使

用できるフリーソフトウェアとして公開され，無料配布されてい

る。その応用範囲は鉱物学だけに留まらず，材料科学や電子状態

計算などの分野でも有用なツールとして認められ，国内外で多用

されている。また，本ソフトウェアはリートベルト解析プログラ

ムとして広く利用されている RIETAN-FP に連携されており，粉

末Ｘ線・中性子回折法の高度のユーザーにとって有用であること

はもちろん，初心者のユーザーにとってもリートベルト解析結果

の評価，その構造的意義の把握および考察を容易にすることがで

きるため，広いユーザーから歓迎され，新たなユーザーを拡大し

てきた。その結果，VESTA を利用した研究成果は，2007 年の公

開以来，年々増え続けており，VESTA に関する論文 2 報(Momma 
and Izumi, 2008, 2011）の被引用数は，これまでに 1700 報以上，

2013 年の被引用数は 500 報近くに上り，国産結晶学プログラムで

は他に類を見ない実績をあげている。フリーソフトウェアである

ために，大学教育における鉱物科学および物質科学の教育にも大

きな貢献をしている。 
また，結晶構造中の電子・核密度分布を最大エントロピー法に

より解析するソフトウェアの開発も行っており(Momma et al. , 
2013)，鉱物科学，物質科学分野における研究の発展にさらに貢献

するものと期待される。 
以上の門馬綱一会員の応用鉱物学分野における業績，これまで

の貢献度，および今後の分野の発展に対する貢献の期待度から，

門馬綱一会員を平成 25 年度日本鉱物科学会応用鉱物科学賞の候

補者として推薦いたします。 
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